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「景観十年、風景百年、風土千年」　景観は十年、風景は百年、風土は千年という年月をかけた記憶の堆積によって成り立つ。
〈現在の藤岡〉
現在、藤岡市の人口減少により、道の駅である、ららん藤岡と藤岡市の観光地である桜山公園の衰退が問題となっている。藤岡市では、この地に
訪れる交流人口や、この地に多様な形で関わる関係人口を増やすことで、藤岡市を継承・発展させる仕組みを取り入れることが求められている。

〈うつろう風景と変わらない風景〉
うつろう風景とは時代によって変わる観光地などのことを指し、変わらない風景とは古墳などの、この地に今でもあり続けるものを指す。

鬼石デュアルライフプラン
デュアルライフとは都市と地方を行き来するライフスタイルであり、このプランは、鬼石再復興と都市部に住まう人々に憩いとやすらぎを
提供するものである。地方と都会が連携することにより、地方の交流・関係人口の増加が見込めるため、この関係は、相互利益に繋がるも
のである。
また、滞在することで利用者が自然を身近に感じ、休暇をより充実したものにする事ができる。さらに、風土に触れ、その土地に興味を持っ
てもらい、地元住民と移住者で風土をつくりあげ、その土地をより良いものにする事もできる。

[ 宿泊部屋 ]
  7 階まである部屋は山と川に囲まれて
おり、四季折々の美しい姿を見せる。

[ 廊下 ]
丸い廊下は吹き抜けで、特産品の三波石
や瓦などを使った美しい庭が覗ける。

[ 広間及びエントランス ]
鬼石の地を五感で味わえる広間。地
元住民とのコミュニケーションの場
でもある。
誰でも利用可能とし、夜になれば自
然が織り成すプラネタリウムへとご
招待。

[ 見学・体験システム ]
期間限定ではあるが、藤岡の産業を体験・見学
できる。　　

<運営・管理>
鬼石住民が地元を大事にする思いから、運営・管理をし、育
むサイクルを形成。　 　

ららん藤岡
１００年後、高速道路は、車での自動運転が主な移動方法となり、バスなどの公共交通機関や、運搬業、緊急車両専用のレーンが設置され、物流などの点か
ら発展が見込まれる。桜山公園及び、藤岡市内の観光地をめぐるために、公共交通機関の乗り換え、電気自動車の充電での利用、県外・県内、市外・市内の様々
な人と人をめぐり逢わせるカフェテリア、自然に囲まれた空間で長時間の移動で疲れた心身を癒やすことを目的としている。
　　　　

駐車場
良い空気を吸って、リフレッシュするための場所
として都市の肺とも言われていた公園。車にとっ
ても、人にとってもリフレッシュ出来る場として
駐車場の形は肺をイメージした。

移動
敷地内は、ムービングウォーク（動く歩道）を主
とし、降り口から乗り場、駐車場からの移動をス
ムーズにすることが出来る。

カフェテリア
休憩しながら藤岡市を感じることが出来るよう、
市内の特産品を使った料理の提供や観光案内、ド
ライバー同士の交流や、地域住民との交流によっ
て、人と人をめぐり逢わせ、縁を結ぶ役割を担っ
ている。

ららん藤岡～桜山公園
ららん藤岡からの一本道を活かし、桜山公園を目的地として、自動運転によって鬼石方面へと導かれる。
一般道にはバスなどの公共交通機関専用のレーンを設置し、移動時間を短縮している。

ららん鬼石
１００年後、廃校となってしまった鬼石中学校を
再利用し、第二のららん藤岡として桜山公園へと
めぐらせるターミナルとしての役割を担っている。

◆ ららん藤岡 ◆ 鬼石地域 

現況分析

CONCEPT

人と風景の時間軸 藤岡市の交通網
藤岡 IC により、各方面からの交
通の利便性はよいが、山間部への
交通が発展しておらず、 不便な点
がある。

ららん藤岡
藤岡 IC に隣接し、高速道路と一般
道の両方から利用できる道の駅と
なっており、道の駅ランキング上
位に位置している。

桜山公園
国の名勝及び天然記念物に指定さ
れている冬桜の名所となってお
り、藤岡市を代表する観光地であ
る。近年では冬桜が病害虫により、
半数以上が枯死するとともに利用
者数が減少している。 

人口
総人口の減少、高齢者数の増加により、今後高齢者率が総人口を上回ると考えられる。

◆ 桜山公園   

藤岡市
藤岡市は群馬県南西部に位置し、温暖で緑豊かな田園風景が広がる都市である。また、藤岡 IC があり、 「群
馬県の玄関口」と呼ばれている。ランの栽培が盛んであり、全国的にも数少ない産地となっている。

藤岡市の歴史
藤岡市には多くの古墳が存在し、それらは今から約千年前からこの地にあり続けている。古
墳が現在まで存在している理由は、日本人の潜在意識による自然崇拝と、そこから生じる地
域との守り合いの関係があげられる。天災の多い日本では古くから自然への崇拝が行われて
いる。そのため、藤岡市の古墳周辺に住んだ人々は無意識に古墳を守り、それを受けた古墳
もまた人々を守っているという関係が結ばれていると言える。
さらに、今から約百年前から残っている絹遺産群の高山社に
よって生み出された養蚕法によって、国外からもたくさんの
人が集まっていた。そして優れた人材は、全国へ派遣され、
発展していった歴史と記憶がこの地に存在している。　　

鬼石地域
藤岡市の南東部に位置する街である。藤岡市の中でも特に人口減少が激しく、令和 42 年には今の人口か
ら 80％減少すると予想される。

ららん鬼石
新たなららん藤岡

A

A’

桜山公園の利用について
藤岡市にとっての桜山公園は、100 年後の中心観光地で
あり、市民の身近な自然とともに、憩いの場になると考え
ている。そのため、当時の姿を守り、100 年後の未来を
見据え、さらなる発展を提案する。

繋がりの茶室
・シェアカフェ・シェアオフィス・図書などの利用
ゆったりと好きなことができる和をメインとした屋内施設とす
る。窓が広いため、緑を感じやすく、癒やしを与える空間を目的
とする。
第二の広場
・グランピングなどの利用
屋外の緑に囲まれた中、夜には環境にも良いボタニカルライ
トを使用し夜空の下でも桜山を楽しむこともできる。見晴らし
の良い開放感がある環境の中で自然と関わり、人との繋がりが
広がる空間を目的とする。

〈縁‐ゆかり - 〉
古墳には、この地にあり続け人々との相互関係によるつながりがあり、世界遺産〈絹遺
産群〉高山社には人を集め、広めるという記憶がある。縁とは関わりやつながりがある
ことを意味し、古墳や絹遺産群と藤岡市は何らかの形で結ばれている縁がある。そこで
今までこの地に文化や遺産、歴史をつないできた縁をコンセプトとし、ららん藤岡と桜
山公園をつなぐことで、藤岡市を百年後まで継承し、発展させるデザインを提案する。

広場・カフェテリア　入り口 ターミナル

新ららん藤岡～鬼石方面

鬼石中学校

繋がりの茶屋

第二の広場

現在の桜山公園

現在のららん藤岡

　　　　

建物の形状
廊下部分は人と関係の輪をイメージし、宿泊部屋は共生の意味を
込めて、廊下とつながっているようなデザインとした。エントラ
ンスは周りが見渡せるよう、前面をガラス張りにデザインした。
建物周辺には自然風景が広がっている。

冬桜の保全
現在の桜山公園は冬桜が病害虫により、衰退傾向であるため、冬桜が生息する環境に適していない。そのため、桜山公
園より長い間歴史が続いてきた場所である市内の古墳が冬桜の最適保管場所であると考えた。方法として 2つの案を下
記に提案する。そして 100 年後までに、天然記念物に指定された当時の桜山公園であった、花とモミジを主とした公園
をベースに植栽環境を整えていく。

冬桜の保全方法
1つ目は、種子で冬桜を増やす方法である。冬桜を増やし、100 年後再び桜山への植栽環境が整ったときの株確保と町
に桜山を広げることを目的としている。
2つ目は、冬桜のDNAを冷凍し、半永久保存する方法であり、完全保存ではないため 5年おきに採取することとする。
これは、株を一切傷つけずに遺伝に関する情報記録の伝達と、生命活動の維持につながる重要な役割を目的としている。
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